
 

 

 

論文審査の結果の要旨 

 

                    氏名 内藤 裕一 

 

 内藤裕一氏によって提出された博士学位申請論文「Dietary reconstruction of 

prehistoric Japanese populations based on nitrogen isotopic composition of  

individual amino acids in bone collagen」（骨コラーゲン構成アミノ酸の窒素同位体比を

用いた先史日本人集団の食性復元）は、過去の骨資料に残存する有機物に着目し、従来

タンパク質（コラーゲン）全体で行われてきた同位体分析を、個別アミノ酸における窒

素同位体分析に進化させた画期的な研究であると評価された。海洋生態学であらたに開

発されたアミノ酸の窒素同位体比分析の手法を、骨から抽出したコラーゲンに応用する

ための前処理手法を自ら開発し、その有効性を実際に北黄金貝塚（縄文時代前期）、北村

貝塚（縄文時代中期）、栃原洞穴（縄文時代早期）、浜中遺跡（オホーツク文化）、モヨロ

貝塚（オホーツク文化）から出土した人骨および各種動物骨から抽出したアミノ酸を分

析し、生態学的なニッチの異なる動物種について現在の生態系から期待される関係が、

遺跡から出土する動物骨でも観察されることを、とくにグルタミン酸とフェニルアラニ

ンという２つのアミノ酸に着目して示した。そのうえで、先史時代人のアミノ酸におけ

る窒素同位体比の分析結果を比較検討することで、従来のコラーゲン全体における分析

よりもはるかに高精度で食性を復元できることを示した。 

 

 特に、海洋生態系に強く依存している北黄金貝塚から出土した縄文時代前期の人

骨群では約８割のタンパク質が海洋生態系から由来するという定量的に評価する事に成

功した。また、内陸に位置する栃原洞穴および北村遺跡から出土した縄文時代人骨では、

陸上生態系の一部として理解することが可能であり、その栄養段階が 2.8 程度であり、

かなり肉食性が強かった可能性が示された。これは、従来のコラーゲン全体における炭

素・窒素同位体比では示すことができなかった結果であり、また考古学的にも検証する

事ができなかった新たな情報であり、日本列島の先史時代を理解するために非常に重要

な知見である。さらに石垣島の白保竿根田原洞穴遺跡から出土した更新世人骨にもこの

方法を応用し、島嶼に生息したにも関わらず、陸上資源を多く利用していた可能性を示

した。 

 

 申請者によって開発されたアミノ酸における窒素同位体比の分析法は、これまで

コラーゲンが分解してしまい食性復元が困難だった更新世人骨なでにも応用することが

可能であると期待され、人類が進化の過程でどのような適応戦略をもっていたかを知る

ための画期的なツールとなると考えられる。 



  

 なお、本論文は、米田穣、大河内直彦、ノア・ホンク、力石嘉人、柴田泰之、百々

幸雄、石田肇、天野哲也、小野裕子、向井人史との共同研究であるが、論文提出者が主

体となって分析及び検証を行ったもので、論文提出者の寄与が十分であると判断する。 

 したがって、博士（生命科学）の学位を授与できると認める。 
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